様式例③【共同研究契約書　部分抜粋】　（（学生等の）研究協力者の権利・義務に関する条項と別紙）
（共同研究に従事する者）

第○条　甲及び乙は、それぞれ別表第1に掲げる者を、本共同研究の研究担当者として参加させるものとする。

２　甲は、乙の研究担当者のうち甲の研究実施場所において本共同研究に従事させる者を、民間等共同研究員として受け入れるものとする。

３　甲及び乙は、甲又は乙に属する者を新たに本共同研究の研究担当者として参加させようとするときは、予め相手方に書面により通知し、書面による同意を得るものとする。
（研究協力者の参加及び協力）

第○条　甲乙のいずれかが、共同研究遂行上、研究担当者以外の者の参加ないし協力を得ることが必要と認めた場合、相手方の同意を得た上で、当該研究担当者以外の者を研究協力者として本共同研究に参加させることができる。

２　研究担当者以外の者が研究協力者となるにあたっては、当該研究担当者以外の者を研究協力者に加えるよう相手方に同意を求めた甲又は乙（以下「当該当事者」という。）は、研究協力者となる者に本契約内容を遵守させなければならない。

３　研究協力者が本共同研究の結果、発明等を行った場合は、第○条（下記の発明の帰属を規定する条項（知的財産権の出願等）の規程を準用する。
（知的財産権の出願等）

第○条　甲及び乙は、本共同研究の実施に伴い発明等が生じた場合には、速やかに相手方に通知しなければならない。

２　甲又は乙に属する研究担当者が、本共同研究の結果単独で発明等を行ったときは、当該発明等に係る知的財産権は甲又は乙の単独所有とし、甲又は乙は単独で出願等の手続きを行うものとする。この場合、当該発明等に係る知的財産権の出願等の前に、当該発明等が当該研究担当者の単独発明であることについて、予め相手方の確認を得るものとする。
３　甲に属する研究担当者及び乙に属する研究担当者が、本共同研究の結果共同して発明等を行ったときは、原則として、当該発明等に係る知的財産権は甲及び乙の共有とし、当該発明等に係る出願等を行おうとするときは、当該知的財産権に係る甲及び乙の持分を協議して定めた上で、別途締結する共同出願等契約に従って甲乙共同して出願等を行うものとする。ただし、甲又は乙が当該知的財産権を相手方から承継した場合は、甲又は乙は単独で出願等するものとする。

（損害賠償）

第○条　甲又は乙は、前条（解約条項）に掲げる事由、又は、甲、乙、研究担当者若しくは研究協力者が故意又は重大な過失によって相手方に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。

別表第1（共同研究に従事し、守秘義務を負う者）
	区分
	氏　名
	所属部局・職名
	本共同研究における役割

	甲
	
	
	

	乙
	
	
	


（注）研究代表者には氏名に※印を、民間等共同研究員には氏名に◎を付すこと。また、研究協力者には、＊を記す。
別表第2（研究協力者）
	氏　名
	所属部局・職名
	本共同研究における役割

	＊山田　太郎
	大学院工学研究科　○○研究室
	研究協力者


（本様式例の解説）

※１　（研究協力者の参加及び協力）、（知的財産権の出願等）
　共同研究に研究協力者として学生を参加させ、研究協力者が発明に関与した場合には、（研究協力者の参加及び協力）及び（知的財産権の出願等）の条項により、大学は、研究協力者の特許を受ける権利を大学に帰属させるよう措置しなければならない。
※２　（損害賠償）

　企業が直接、研究協力者（学生等）に対して訴訟を起こすことにならないようにするため、研究協力者の過失も大学が責任を持つこととなる。

※３　別表第１、別表第２
　共同研究開始に際して研究に従事する者を明示し、企業の確認を得るため、別表を契約書に添付する。共同研究開始の途中から研究協力者が参加する場合にも、別表により双方が確認する。
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